
令和６年度 

第４回 学校運営協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月３０日（木） ６年生「持久走記録会」の様子 

 

 

 

 

令和７年２月１４日（金）13：30～ 

浜松市立浜名小学校 
 



１ 日 程 

授業参観  13:30～13:50 各教室 

全 体 会  13:50～15:30 多目的室 

連絡事項  15:30～15:40 多目的室 

       

２ 内 容 

(１) 会長あいさつ 

(２) 校長あいさつ 

(３) 議長の選出 

(４) 前回会議録の確認 

(５) 熟議 

① グループワーク 

 委  員 オブザーバー 学 校 

課題検討部 〇加藤弘明 平野岳子 

 渡辺東作   

望月聡太 

金子まなみ 

山田順子 

地域体験部 〇野末将平 髙林 正 

池谷勝元   

渡邉涼子  

協働センター 

平本智之 

学校支援部 〇町田幹子 北村孝義 

 佐々木大輔 

内山益巳 松島一博 

中道三枝子 

伊藤 充 

柴田素女枝 

○本年度の教育活動・来年度に向けての改善（主幹） 

○いじめ認知の状況（教頭） 

○来年度の経営方針（校長） 仮承認 

○学校運営協議会の反省（教頭） 
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   ② 部別報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ③ 全体協議 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）その他 

① 夢育やらまいか事業・ＣＳ加算分報告（教頭） 

 

② 運営協議会委員の交代について（教頭） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 来年度の学校運営協議会の予定 

・第１回学校運営協議会 令和７年４月 22 日(火)１３：４０～（予定） 

・第２回学校運営協議会 令和７年９月 10 日(水)１３：４０～（予定） 

・第３回学校運営協議会 令和７年 12 月 12 日(金)１３：４０～（予定） 

・第４回学校運営協議会 令和８年２月 10 日(火)１３：４０～（予定） 

－2－



令和６年度 第３回 浜名小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開催日時   令和６年12月13日（金）（13時40分から14時00分まで授業参観） 

14時00分から15時40分まで 

２ 開催場所   浜名小学校 多目的室 

３ 出席委員   加藤弘明、平野岳子、髙林 正、佐々木大輔 

池谷勝元、町田幹子 

４ 欠席委員   渡辺東作、野末将平、北村孝義 

５ オブザーバー 松島一博、内山益巳、中道三枝子、井田正人(浜名協働センター) 

６ 学校支援コーディネーター 

金子まなみ、渡邉涼子 

７ 学   校  山田順子（校長）、伊藤 充（教頭）、平本智之（主幹教諭） 

柴田素女枝（CSディレクター） 

８ 教育委員会  なし 

９ 傍 聴 者  １名 

10 会議録作成者 CSディレクター 柴田素女枝 

11 議長の選出 

  司会から議長の選出について委員に意見を求めたところ、髙林委員から会長を議長に推挙

する旨の発言があり、協議の結果全員異議なくこれを承認した。 

12 協議事項   

（１）２学期の学校評価について 

（２）いじめ認知の状況について 

（３）部別協議 

   旗振りと危険な場所について 

  ・課題検討部（加藤、平野、金子、校長） 

  ・地域体験部（髙林、池谷、渡邉、井田、主幹教諭） 

 ・学校支援部（町田、佐々木、内山、松島、中道、教頭、CSディレクター） 

（４）各部報告・全体協議 

  （５）その他 

    ①学校評価記入について 

13 会議記録 

会長から委員総数９名のうち６名の出席があり、過半数に達するため会議が成立している

旨の報告があった。 

（１） 主幹教諭から２学期の学校評価について別紙資料P５～12に基づき説明があった。 

  協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

（２）教頭からいじめ認知の状況について説明があり、委員からは以下の発言があった。 

・同級生同士のいじめが多いのか。（加藤委員） 

・「いじめ」とはどの程度のものを指しているのか。（内山オブザーバー） 
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・関係児童の保護者とは共有しているのか。（松島オブザーバー） 

・いじめられた側とやった側の認識の違いはどうするのか。（加藤委員） 

 協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

（３）部別協議 

（４）各部報告・全体会議  

〇課題検討部（平野委員） 

  ・本校の安全パトロール隊は100名を超える登録数はあるが地域差、高齢化が進んで毎日

参加するのは大変になっているなど問題が出てきている。 

  ・手厚い地区、手薄な地区が出来ている。自分の地区だけでなく、そこを通過する別の地

区の子も含めて足りない所はどこかなど課題をはっきりさせて、解決していく必要がある。 

〇地域体験部（渡邉コーディネーター） 

   ・子供会に入らないと通学班に入れない地区がある。登校時の安全を守るためにも集団登

校を続けたいので、そこは折り合いをつけて欲しい。 

   ・登校時、下を向いて歩く子供が多いのが気になる。班の子同士が仲良くなるために子供

会のイベントなど班ごとにやるなどの機会を作ってはどうか。 

   ・下校時の見守り対策を考えていく必要がある。 

〇学校支援部（教頭） 

  ・子供会に入りたくない保護者の多くが旗振り当番を嫌がっている。旗振りができないな

ら旗振り以外の協力できることをいくつか用意しその中から選択することによって、子供

会や通学班に入ってもらいたい。 

  ・保護者で出来ないなら、自分たちで代わりにやっていただける方を探し頼んではどうか。 

  ・PTA活動や子供会に参加しない保護者をどうするか考えていかなくてはならない。 

  ・地域独自の旗振り、安パトの方が行っている場所、危険な箇所などの情報をしっかり収

集し課題などを発信していかなければならない。 

〇全体協議 

・来年度の「交通安全リーダーと語る会」には6年生・安パト・PTA・地区役員の方が出席

するのでその時に地域の情報を集めてはどうか。（町田委員） 

・安パトの方には今年度の最後に来年度も継続の意思があるのかアンケートをとるので、

その時に旗振りを行っている場所を記入してもらい情報を収集する予定。（教頭） 

（５）その他 

  ・平野委員より来年度から浜松市全学校の体育館にスポットクーラーを各校2台ずつ設置

することになった。特別教室のクーラーの設置も順次来年度から始まる旨の報告があった。 

  また、尾島の船場橋の拡張または歩道専用の橋の設置、また、源之山橋付近の歩道が途切

れている箇所の歩道を伸ばすように来年度の予算に入るようにしていきたいと発言があっ

た。 

  ・司会から次回学校運営協議会の時に自己評価表の記入のお願いがあった。 

・司会から次回第４回の会議の予定は、令和７年２月14日（金）に多目的室で開催する旨

の説明があった。内容は、来年度の教育方針ついて話し合う旨の説明があった。  
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≪記入上の留意点≫ 

 

（様式１） 

令和６年度 学校運営協議会自己評価表 

浜松市立浜名小学校運営協議会長 

＜本年度の目標＞ 

 

＜評価項目１＞ 学校運営の基本方針について熟議することができたか。 

 

＜評価項目２＞ 承認した学校運営の基本方針に沿った、教育活動の充実につながる

学校支援活動などについて熟議を進めることができたか。 

 

＜評価項目３＞ 協議会での協議結果について、十分な情報発信を行ったか。 

 

＜評価項目４＞ 今年度の取組の評価を踏まえた来年度の目標（取組の重点） 

 

 

 

 

 

○PTAとも連携し保護者の参加やボランティアの拡大を目指したい。 

○情報発信の方法を工夫し、より多くの方に協議会の取り組みを知ってもらえるようにしてい

きたい。 
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（様式１） 

令和５年度 学校運営協議会自己評価表 

浜松市立浜名小学校運営協議会長 

＜本年度の目標＞ 

 

＜評価項目１＞ 学校運営の基本方針について熟議することができたか。 

 

＜評価項目２＞ 承認した学校運営の基本方針に沿った、教育活動の充実につながる

学校支援活動などについて熟議を進めることができたか。 

 

＜評価項目３＞ 協議会での協議結果について、十分な情報発信を行ったか。 

 

＜評価項目４＞ 今年度の取組の評価を踏まえた来年度の目標（取組の重点） 

 

○ 校長からの学校運営の基本方針の中で分からない語句があった。それに対して、委員か

ら多くの質問が出て、「分からないままにしない」、「より理解しようとする」という思

いで取り組むことができている。 

○ 話合いの方法を工夫し、より協議会として学校経営方針に沿った活動に取り組めるよう

にしていきたい。 

○ 委員として授業を参観したり、学校の話を聞いたりする中で、地域資源の積極的な活用

やタブレットを使った学習などを進めていることがよく分かった。どのような人材が有効

であるか、これから協議会の中で話し合っていく必要性を感じている。 

○ 学校の困りごとを聞けることで、協議会として取り組めること（学びの教室の支援、校

内整備など）に必要な人材を呼びかけることができた。 

○ 学校ホームページやさくら連絡網によって、協議会の内容や取り組みについて伝えるこ

とができている。 

○ より多くの方に知ってもらうために、地域での情報発信の場を増やしてく必要がある。 

○ ○PTAとも連携し保護者の参加やボランティアの拡大を目指したい。 

○ 情報発信の方法を工夫し、より多くの方に協議会の取り組みを知ってもらえるようにし

ていきたい。 

 

○PTAとも連携し保護者の参加やボランティアの拡大を目指したい。 

○学校の教育活動がより充実するよう、来年度も協議会として学校へ意見を伝えていきたい。 

○もっと協議会の活動について周知を図る。 

○少しずつでも子供たちの様子を見られるように。 
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（
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育
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。
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ら
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。
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（様式１） 

令和６年 ５月 ２日  

 

浜松市立浜名小学校 

夢をはぐくむ学校づくり推進協議会 

代表 野末 将平 様 

 

浜松市立浜名小学校運営協議会 

会長 加藤 弘明 

 

夢育やらまいか事業に対する意見書 

 

 令和６年５月２日に開催した学校運営協議会において、下記の意見を議決し

ましたので報告します。 

 

記 

 

１ 学校運営の基本方針を具現化するための意見 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 安全・安心を高めるために、交通安全パトロールボランティアの活動のための

ベストや帽子、指導用横断旗を購入し、ボランティアに配布していただきたい。挨

拶運動を含め、子供たちが安心して登下校することができるよう学校運営協議会

としても支援していく。 

 

② これからの変化の激しい世の中を生きていく子供たちに、自分に自信をもち、

他を大切にすることができるようになってほしい。 

⇒仕事や夢をもって取り組んでいる方を講師で招き、その生き方や考え方に触

れる機会を設ける。 

 

安全パトロールボランティアのため、帽子の購入に４０，７００円  
６年生の職業講話のため、謝礼として３１，１７８円  
合計７１，８７８円を使用。  
加算分の６０，０００円を使って、支出した。 
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